
良い語り手の見分け方
口述による歴史記録実践ガイド

なぜ重要なのか？ 良い語り手の見分け方を知ることは大切です。なぜなら，語り手は口述による歴史
記録の中心人物，つまり，自分の体験を伝える人だからです。自身の物語を通して，教会歴史に情報
と新たな発見を付け加えることのできる語り手を探してください。

知っておくべきこと 語り手は通常，口述による歴史記録の収集の一部と考えられています。違う語り
手を推薦するときには，教会歴史カタログをチェックして，その語り手が過去の口述による歴史記録
の作成に参加したことがあるかどうか確認します。可能であれば，様々な背景や視点を持つ語り手を
探してください。ただし，特定のトピックや経験について話す語り手が必要な場合は，この限りでは
ありません。
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ほかに類のない経験の持ち主や，現在，記
録に載っていない語り手が推薦されます。
ある決められた収集プロジェクトに語り手
を含めることができる場合は，管理者の承
認を得てから口述による歴史記録の作成を
行ってください。

優先する。口述による歴史記録を
作成する際には，収集プロジェク
トの一部としてすでに承認または
認定されている語り手を優先しま
す。

準備する。語り手の視点がなぜ大
切なのかをはっきりと伝え，口述
による歴史記録になぜ価値がある
のかを説明する準備をします。

口述による歴史記録が，承認され
た語り手から収集されます。その
語り手は，教会関係の経験談につ
いて価値ある発見と幅広い視点を
提供してくれます。

質問がある場合や助けが必要な場合 ご自分のマネージャーに相談し，『口述による歴史記録ガイド』の4ページを参照
してください。
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話し合う。推薦について管理者と話し合い，
作業を進める前に承認を求めます。

祈る。歴史の語り手を選ぶ際には，常
によく祈って，御霊に心を開いてくだ
さい。口述による歴史記録を作成する
すべての過程で，そのようにしてくだ
さい。

 


